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本日の目的とGoal 

Memo 

 今後の人生を長期的視点で考え、積極的
選択をするためのヒントを見つける 

Goal  自分にとって大切なポイントを見つける 

目的 
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働く意味は何だろう 

働く目的 

51.0 

63.8 

68.6 

64.0 

54.1 

44.5 

29.6 

21.3 

12.6 

9.1 

11.6 

19.0 

26.9 

35.6 

14.7 

10.8 

10.4 

14.0 

16.4 

16.4 

16.0 

8.8 

11.0 

10.9 

9.2 

8.8 

8.5 

7.0 

4.2 

1.8 

1.1 

1.2 

1.7 

3.7 

11.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n:6254） 

20代（n:436） 

30代（n:827） 

40代（n:1128） 

50代（n:1073） 

60代（n:1429） 

70歳以上（n:1361） 

お金を得るため 生きがいをみつけるため 

社会の一員として、務めを果たすため 自分の才能や能力を発揮するため 

内閣府「国民生活に関する世論調査（2014年）」より 

入社時と現在、それぞれ重視することは？（１～１５位） 

0.0
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50.0

入社時 

現在 

（独）労働政策研究・研修機構「従業員の意識と人材マネジメントの課題に関する調査（従業員調査）」（2008年）より 

（％） 
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就職先の選択 

新入社員の会社の選択理由（１～４位） 

求職活動の際に重視した条件（１～５位） 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

会社の将来性 

技術が覚えられる 

仕事が面白い 

能力・個性を生かせる 

２０１２年 

２００２年 

１９９２年 

（財）社会経済生産性本部「働くことの意識調査」（2014年）より 

0 10 20 30 40 50 60 70

会社の将来性・安定性 

採用後の年収（賃金） 

労働時間・休日・休暇 

勤務地・通勤の便 

仕事の内容 

３０～３４歳 

２５～２９歳 

２２～２４歳 

２２歳未満 

（独）労働政策研究・研修機構「若年者の離職理由と職場定着に関する調査」（2007年）より 

※重複した条件の１位～３位の合計。 

（％） 

（％） 
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働き方の多様化 

大卒求人総数と民間企業就職希望者数 

求人倍率 ＝ 求人総数 ÷ 民間企業就職希望者数 

100人の 
就職希望者
に対して 

173の仕事 

リクルートワークス研究所『大卒求人倍率調査（2016年卒）』より  

様々な働き方 

正社員、派遣労働者、契約社員、パートタイム労働者･･･ 

本業を続けながら、同時にそれ以外の 
ことにチャレンジすること。 

（例）ＮＰＯ活動、ボランティア活動 

「テレワーク」 パラレルキャリア 

 
ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した、 
場所や時間にとらわれない柔軟な働き方。 

（例）自宅利用型テレワーク(在宅勤務)、 
  モバイルワーク、施設利用型テレワーク 
  (サテライトオフィス勤務など) 
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将来の結婚希望 

国立社会保障・人口問題研究所 「出生動向基本調査」 

将来結婚したいと思う割合（全国推移） 
（％） 
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49.4 

60.2 

12.1 

15.6 

0.6 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性（n:1501） 

男性（n:1296） 

すぐにでも結婚したい ２〜３年以内に結婚したい いずれは結婚したい 

一生結婚するつもりはない 無回答 

20～44歳未婚者、「京都府少子化要因実態調査・全国意識調査」（京都府）（2014年） 

将来結婚したいと思う割合（京都府） 
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27.9% 

42.3% 

29.8% 

恋人がいない 
（異性と付き合った 
 ことはある） 

恋人がいない 
（異性と付き 
 合ったこと 
 がない） 

37.2  

46.5  

32.0  

18.0  

41.1  

30.0  

46.5  

65.5  

21.7  

23.5  

21.5  

16.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性（n:517） 

20代（n:280） 

30代（n:141） 

40代（n:96） 

恋人がいる 恋人がいない（異性と付き合ったことはある） 恋人がいない（異性と付き合ったことがない） 

恋愛の状況 

恋愛・婚活・結婚調査2015（リクルートブライダル総研調べ） 

（％） 

n：1204 

恋人の有無について（20～40代未婚者） 
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22.9  

19.0  
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男性 

女性 

恋人がいる 
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32

男性（京都） 

男性（全国） 

女性（全国） 女性（京都） 

結婚の状況 

厚生労働省：人口動態調査 

平均初婚年齢の推移 
（歳） 
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1920年 1930年 1940年 1950年 1960年 1970年 1980年 1990年 2000年 2005年 2010年 

女性（全国） 

女性（京都） 

男性（全国） 

男性（京都） 

総務省統計局『国勢調査報告』により算出。SMAM (Singulate mean age at marriage)は、人口静態統計の年齢別未婚率から計
算する結婚年齢であり、次式により計算する。SMAM=(ΣCx-50・S)/(1-S)。ただし、Cxは年齢別未婚率､ Sは生涯未婚率。 

生涯未婚率は､ 45～49歳と50～54歳未婚率の平均値であり、50歳時の未婚率。 

生涯未婚率 
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69 69.1 
59.8 

53.9 54 
49.8 

44.9 
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12.7 
7.7 6.2 5.3 
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21.4 
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48.7 
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66.7 
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84.8 87.2 87.4 88 

0
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100

見合い結婚 恋愛結婚 

出会い・結婚のきっかけ 

国立社会保障・人口問題研究所「出生動向基本調査」より厚生労働省政策統括官付政策評価官室作成 
（注）対象は初婚どうしの夫婦。 

結婚年別にみた、恋愛結婚とお見合い結婚構成の推移 
（％） 

結婚相手との出会いのきっかけ 

職場や仕事

の関係で 

34.4％ 

友人や兄弟

姉妹を通じ

て 26.6％ 

その他 5.3％ 無回答 1.2％ 

結婚相談所で（1.5％） 

見合いで（親せき・上司などの 
紹介を含む）（2.6％） 

街なかや旅先で（4.0％） 

アルバイトで（4.5％） 

幼なじみ・隣人関係（1.4％） 

学校以外のサークル活動や 
クラブ活動・習いごとで（5.1%） 

同じ学校に在学して（13.5%） 

20～44歳既婚者、「京都府少子化要因実態調査・全国意識調査」（京都府）（2014年） 
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結婚相手に求めること 

恋愛・婚活・結婚調査2015（リクルートブライダル総研調べ） 

結婚相手に求める条件（上位10項目） 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

人柄 

性格の良さ 

価値観が合うこと 

あなたに対する愛情 

容姿 

経済力 

家事の能力 

共通の趣味 

仕事への理解 

体の相性 

全体（n:1204） 男性（n:687） 女性（n:517） 

（％） 
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非常に満足 

26.6  

やや満足 

42.6  

どちらとも言

えない 

19.5  

やや不満 

7.1  

非常に不満 

4.2  

夫婦ってどんなもの？ 

夫婦関係満足度 

夫婦関係調査2015 リクルートブライダル総研調べ 

（％） 

夫婦関係に

満足 

計 69.2％ 
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女性の就業の意識 

女性の理想ライフコース 

社会保障・人口問題研究所「出生動向基本調査（独身者調査）」 

（％） 

※DINKSとは、子どもがいない共働き世帯 
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再就職 

両立 

ＤＩＮＫＳ 

非婚就業 
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女性の就業の実態 
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1100

1200

男性雇用者と無業の妻から成る世帯 雇用者の共働き世帯 

（備考） 
昭和55年から平成13年は総務庁「労働力調査特別調査」（各年２月。ただし､昭和55年から57年は各年３月）､14年以降は総務省「労
働力調査（詳細集計）」（年平均）より作成。 
「男性雇用者と無業の妻から成る世帯」とは､夫が非農林業雇用者で､妻が非就業者（非労働力人口及び完全失業者）の世帯。 
「雇用者の共働き世帯」とは､夫婦ともに非農林業雇用者の世帯。 
平成22年及び23年の実数は､岩手県，宮城県及び福島県を除く全国の結果。 

共働き等世帯数の推移 

56.6  56.9  58.3  62.4  61.0  

37.3  34.5  31.2  25.6  25.6  

1.1  1.0  1.2  1.2  1.5  
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5.8  7.3  7.7  
2.0  3.6  3.6  3.4  4.2  
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1985～89 1990～94 1995～99 2000～04 2005～09 

就業継続 結婚退職 結婚後就業 結婚前から無職 不詳 

結婚年別に見た結婚前後の妻の就業変化 

社会保障・人口問題研究所「出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査）（独身者調査）」 
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女性の労働への参加 

A 男性の労働力率は台形、女性の労働力率はM字カーブを描く 
 ◆男性の場合、25歳から59歳まで仕事につく人が9割以上 
 ◆女性の場合、30代で子育てなどにより離職、40代で仕事に復帰する傾向 
 ◆女性のM字カーブの谷底は上昇 

総務省 国勢調査 

労働力率について 
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23.5 22.8 

84.1 81.8 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

夫婦の家事分担比率 

妻が思う夫婦の家事分担比率の理想 

（％） 

（全 国） 20～44歳既婚者、「京都府少子化要因実態調査・全国意識調査」（京都府）（2014年） 
（京都府）20～44歳既婚者、「京都府少子化要因実態調査・京都府民意識調査」（京都府）（2014年） 

＜全国＞ ＜京都府＞ 

男
性 

女
性 

男
性 

女
性 

（n:335） （n:458） （n:2998） （n:1690） 

結婚相手との家事分担 

（割） 

3.5  6.5  理想 

夫の割合の平均・割 妻の割合の平均・割 

新生活準備調査2015（リクルートブライダル総研調べ） 
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1.85 1.88 1.93 1.86 1.84 1.78 1.77 1.71 

0.32 0.32 0.3 0.32 0.32 0.35 0.34 0.36 

2.61 2.62 2.67 2.64 
2.53 2.56 

2.48 2.42 

0

0.5
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3.5
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現存子ども数 追加予定子ども数 理想子ども数 

子どもはほしい？ 

理想・予定・現実の子ども数 

（人） 

国立社会保障・人口問題研究所 「出生動向基本調査」 
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子どもを持つとしたら 

今後、子どもを持つか考える時のポイント 
15.0 25.0 35.0 45.0

教育にお金があまりかからないこと 

健康上の問題がないこと 

雇用が安定すること 

結婚すること 

地域の保育サービスの利用に、あまりお金がかからないこと 

地域の保育サービスが整うこと（保育所や一時預かりなど） 

配偶者の家事・育児への協力が得られること 

職場に、働きながら子育てができる制度があること 

職場の上司や、同僚の理解があること 

家がある程度広いこと 

住居にお金があまりかからないこと 

自分または配偶者が高齢でないこと 

（％） 

全体（n=7,593) 男性(n=2,996) 女性(n=4,519) 

「京都府少子化要因実態調査・京都府民意識調査」（京都府）（2014年）「今後、子どもを持つ場合の条件」 
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子どもを産む年齢 

厚生労働省：人口動態調査 

女性の第一子平均出産年齢 

（歳） 
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16.3 

48.9 

40.8 

30.7 

39.0 

19.7 

34.8 

35.1 

31.9 

1.2 

6.5 

19.4 

9.8 

0.2 

0.3 

2.7 

1.1 

0.0 

0.6 

1.6 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３人以上（n:536） 

２人（n:1180） 

子ども１人（n:783） 

全体（n:2449） 

20歳未満 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 無回答 

第一子出産年齢（子どもの人数別） 

20～44歳の子どものいる女性、「京都府少子化要因実態調査・京都府民意識調査」（京都府）（2014年） 
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78.9 

56.4 

39.3 

33.4 

18.8 

16.1 

6.3 

3.6 

2.1 

1.8 

1.6 

1 

生きがい・喜び・希望 

無償の愛を捧げる対象 

夫婦の絆を深めるもの 

独立した一人の人間 

自分の分身 

自分の血を後世に残せるもの 

社会的資産 

配偶者の分身 

経済的負担を与えるもの 

精神的負担を与えるもの 

老後の面倒を見てくれる人 

ライバル 

子どもはどんな存在 

子どもとはどのような存在か 

厚生労働省雇用均等・児童家庭局「少子化に関する意識調査」（2004年）より厚生労働省政策統括官付政策評価官室作成 

（注） 1．「あなたにとって子どもとはどのようなものですか。独身の方も、仮定でお答えください。（○は３つまで）」と尋ねた
問に対して回答した人の割合。2．選択肢はほかに、「その他」。 

（％） 
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不妊の原因構成比 

不妊について 

年齢と不妊の関係 

日本産婦人科学会 

男女とも 

24% 

男性のみ 

24% 

女性のみ 

41% 

不明 

11% 

WHO 1996年 

 7273 カップルの不妊症原因調査 
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妻10割 

9.6% 

妻9割 

31.6% 

妻8割 

24.0% 

妻7割 

17.4% 

妻6割 

6.9% 

夫5割妻5割 

5.3% 

夫6割 

1.0% 

夫7割 

1.2% 

夫8割 

1.3% 

夫9割 

1.4% 

夫10割 

0.3% 

育児の分担 

夫婦間の家事育児の分担比率 

内閣府 平成21年度 

インターネットなどによる少子化施策の 

点検・評価のための利用者意向調査 

＜全国＞ ＜京都府＞ 

男
性 

女
性 

男
性 

女
性 

（n:292） （n:410） （n:2499） （n:1370） 

結婚相手の育児分担比率 

（％） 

（全 国）20～44歳子どものいる男女、「京都府少子化要因実態調査・全国意識調査」（京都府）（2014年） 
（京都府）20～44歳子どものいる男女、「京都府少子化要因実態調査・京都府民意識調査」（京都府）（2014年） 
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育児への意識 

「父親も育児を分担して積極的に参加すべき」 
（年代別過去比較） 

一般社団法人中央調査社「父親の育児参加に関する世論調査（2012年）」 

（％） 
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夫の育児行動 

夫（有業者）の育児行動者率の推移 

1991年及び1996年は内閣府「国民生活白書（平成17年版）」、2001年以降は総務省統計局「社会生活基本調査」より厚生労働省 

政策統括官付政策評価官室作成。 

 

（注） 

１．行動者率は、以下の式により表される。・行動者数÷各年齢層別の総人口×100 

２．1991年と1996年に関しては以下の算式により行動者数を推計し、それを基に行動者率を算出した。 

  ・行動者数＝（総平均時間×年齢層別人口）÷行動者平均時間なお、各値は小数点以下第二位を四捨五入している。 

３．社会生活基本調査のデータ上、20歳代は25～29歳のデータを利用。 

４．「子どものいる世帯」とは夫婦と子どもからなる世帯を指す。 

５．有業者とは、ふだんの状態として、収入を目的とした仕事を続けている人。 

  なお、家族従業者は、無給であってもふだん継続して仕事をしていれば有業者となる。 

（％） 
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56.6  

11.9  

29.0  

56.1  

72.1  

80.0  

43.4  

88.1  

71.0  

43.9  

27.9  

20.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数 

家事・育児時間なし 

２時間未満 

２時間以上 

４時間未満 

４時間以上 

６時間未満 

６時間以上 

第２子以降出生あり 第２子以降出生なし 

夫の家事参加の影響 

夫の休日の家事・育児時間別にみたこの11年間の第２子以降
の出生の状況 

厚生労働省大臣官房統計情報部「第12回２１世紀成年者縦断調査（2014年）」 

 

（注） 

１．集計対象は、①または②に該当し、かつ③に該当する同居夫婦である。ただし、妻の「出生前データ」が得られていない夫婦は除く。 

  ①第１回調査から第９回調査まで双方が回答した夫婦 

  ②第１回調査時に独身で第８回調査までの間に結婚し、結婚後第９回調査まで双方が回答した夫婦 

  ③出生前調査時に、子ども１人以上ありの夫婦 

２．家事・育児時間は、「出生あり」は出生前調査時の、「出生なし」は第11回調査時の状況である。 

３．11年間で２人以上出生ありの場合は、末子について計上している。 

４．総数には、家事・育児時間不詳を含む。 
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＜お問い合わせ＞ 
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